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定例記者会見資料 

 

１. 日 時  令和４年２月１０日（木）午前１１時～ 

２. 場 所  市役所 庁議室 

３. 内 容  第４０２回定例会議案について 

 

 

 

【議事日程】 

  ２月１０日招集告示 

  会期：２月１７日（木）～ ３月１０日（木） ２２日間 

 

 

【提出議案】 
令和４年度当初予算   10 件  

令和３年度補正予算   10 件 

条例議案               ６    件（制定１件、改正５件）                     

 合  計                   ２６件 

 

 

【提出議案の内容】 
◎令和４年度当初予算  （１０件） 

・一般会計            １件 

・特別会計              ６件 

・水道事業会計                 １件  

・下水道事業会計       １件 

・病院事業会計                           １件 

 

【資料】「令和４年度当初予算（２頁～）」参照 

 

 

◎令和３年度補正予算  （１０件） 

・一般会計            １件 

・特別会計              ６件 

・水道事業会計                 １件  

・下水道事業会計       １件 

・病院事業会計                           １件 

 

【資料】「令和３年度３月補正予算（４頁～）」参照 
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◎令和４年度 当初予算（案）の概要 

 

 ４月に市長選挙が予定されているため、令和４年度当初予算は、人件費や公債費などの義務的 

経費をはじめ、施設の管理経費や継続事業に係る経費などが中心の「骨格予算」とし、原則として、

政策的経費や新規事業に係る経費は「肉付け予算」として、追加補正で対応することとしております。 

そうした中、一般会計の歳出では、退職職員の増加をはじめ、障害者自立支援費や民間保育所 

措置費など扶助費の増加を見込む一方で、歳入では、景気回復の影響により、市税の増額を見込む

とともに、国の地方財政対策に基づき、地方消費税交付金及び地方交付税の増額を見込んでおりま

す。 

このように、財政は好転基調ではありますが、公債費比率や市債残高は依然高い数値であり、 

将来を見据えた中で、令和４年度も厳しい予算編成を継続しています。 

 

 

（令和４年度当初予算資料 Ｐ２） 

 一般会計の当初予算額を 276 億 6,100 万円としており、前年度当初予算と比較し、骨格予算

編成に伴う投資事業の減額や三重国体運営実施事業の皆減などの減額要因はあるものの、  

市長及び市議会議員選挙費や民間保育所措置費等の扶助費の増加などにより、3 億 2,100 万

円、1.2％の増としています。 

特別会計では、東山墓園造成事業特別会計において合同追悼所整備事業の完了による減額

がある一方、介護保険特別会計では保険給付費等の増額などにより、特別会計全体では、前年

度当初予算額と比較して 2 億 5,823 万 9 千円、1.4％増の 182 億 6,347 万 3 千円として

います。 

企業会計の水道事業では、第２次名張市水道ビジョンに基づく施設更新工事費の増加などに 

より、4,811 万 8 千円、1.3％増の 36 億 5,820 万 7 千円としています。 

また、下水道事業では、未普及解消のための継続的な整備費が増加するものの、令和２年度か

らの継続費としている中央浄化センター増設事業費や施設更新工事費の減少などにより、    

2 億 772 万 9 千円、3.5％減の 57 億 1,527 万 5 千円としています。 

病院事業では、収益的支出において薬品等材料費の増加、また、資本的支出では企業債償還

金の増加などにより、2 億 4,063 万 7 千円、4％増の 63 億 1,973 万 9 千円としています。 

 

 

（令和４年度当初予算資料 Ｐ１４） 

一般会計の歳入のうち、市税については、新型コロナウイルス感染症の影響が大きかった前年

度に比べ回復傾向にあることから、前年度比 2 億 6,572 万 5 千円、2.8%増の 97 億      

8,711 万 4 千円を計上しています。 

地方譲与税から地方特例交付金につきましては、国の地方財政対策や前年度の交付実績など 

から所要額を見込み、前年度比 2 億 175 万 7 千円、8.4%増の 25 億９,７９９万 5 千円を計上

しています。 

地方交付税は、国の地方財政対策などから、前年度比 6 億 3,500 万円、12.6%増の 56 億
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6,300 万円を計上しています。 

分担金及び負担金は、骨格予算編成を受けて、投資的経費の減額に伴う農業基盤整備事業

分担金の減額など、前年度比 1,194 万 8 千円、10.0%減の 1 億 758 万 8 千円を計上してい

ます。 

国庫支出金は、新型コロナウイルスワクチン接種に係る国庫補助金の皆増などから、前年度比

2 億 2,105 万 2 千円、5.6%増の 41 億 6,895 万 6 千円を計上しています。 

県支出金は、三重とこわか国体の実施に係る補助金の皆減などから、前年度比 2 億 8,009

万 8 千円、10.7%減の 23 億 3,202 万円を計上しています。 

繰越金は、本年度の決算見込みなどから、3 億円を計上しています。 

市債については、骨格予算編成を受けての投資的経費の減額及び地方交付税の補てん措置

である臨時財政対策債が、国の地方財政対策により減額となる見込みであることなどから、前年

度比 11 億 1,460 万円、45.4%減の 13 億 4,000 万円を計上しています。 

 

 

（令和４年度当初予算資料 Ｐ３） 

歳出の主な事業につきましては、当初予算資料 3 ページから 6 ページのとおりです。 
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◎令和３年度 ３月補正予算（案）の概要 

 

（令和３年度３月補正予算資料 Ｐ２） 

令和３年度３月補正予算については、一般会計で７億 2,176 万 9 千円を増額し、予算総額

を前年度比 1６.２％減の 3２７億７，６１５万 5 千円としております。 

補正予算の主な内容は、国の補正予算などの財源を活用し、農業用施設の耐震化及び改修、

道路・交通安全施設などの整備、学校施設の照明 LED 化など、新たに事業費を追加しておりま

すほか、歳入・歳出各費目において事業費精査や財源振替など、所要の措置を行っております。 

 また、国の補正予算で追加された地方への財政措置として、令和３年度の臨時財政対策債を

償還するための基金積立に要する経費に係る普通交付税の増額が行われたため、当該分に  

ついて減債基金への積立を行っております。 

 

【主な内容】 

（令和３年度３月補正予算資料 Ｐ３・４） 

１．一般会計  

（１）投資的経費（ハード事業） 2 億 3,884 万 6 千円 

    

    水道事業会計出資金 ―担当：経営総務室― 

水道管路耐震化事業に係る水道事業会計への繰出金を計上しています。 

（7,471 万円） 

 

農村地域防災減災事業（ため池耐震調査ほか） ―担当：農林資源室― 

    【県費：農業基盤整備費補助金（１０／１０）】 

国の補正予算を活用し、市内１２箇所のため池耐震調査などの経費を計上しています。                       

 （6,836万円） 

 

    団体営ため池等整備事業（新田 6 期地区） ―担当：農林資源室― 

    【県費：農村地域防災減災事業補助金（７/１０）】 

国の補正予算を活用し、新田水路の改修経費を計上しています。 

（3,010万円） 

 

     社会資本整備総合交付金事業 ―担当：道路河川室、維持管理室、用地対策室― 

    【国費：社会資本整備総合交付金（５／１０・５．５／１０）】 

事業費の精査に加えて、国の補正予算を活用し、市道改修や千葉県八街市の交通事

故を受けて実施した通学路合同点検による対策箇所を含めた通学路交通安全施設整

備など、社会資本整備総合交付金事業に係る翌年度事業の一部を前倒しして実施する

ための経費を計上しています。                                         

 （9,307万2千円） 
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小学校大規模改良事業 ―担当：教育総務室― 

    【国費：学校施設環境改善交付金】 

国の補正予算を活用し、箕曲小学校の校舎・屋外を含む敷地内すべての照明のLED

化及び職員室などの空調設備改修経費を計上しています。   

（3,288万9千円） 

 

その他の投資事業につきましては、事業費の精査などを行っています。 

 

 

  （２）一般経常経費（ソフト事業）等 ４億８，２９２万 3 千円 

減債基金への積立をはじめ、学校現場における感染症対策経費や保育士等の処遇 

改善に要する経費などを追加するとともに、歳入歳出の差引で生じる剰余金について 

財政調整基金への積立を行っています。 

さらに、前年度補助事業費の確定に伴う国費返還金や特別会計への繰出金について、

所要額を追加するほか、三重とこわか国体の開催中止に伴う三重国体運営実施事業の

減額、並びに、扶助費などで本年度の実績見込みなどに基づき精査や財源振替を行って

います。 

 

  

２．住宅新築資金等貸付事業特別会計     △1,625 万 8 千円 ―担当：収納室― 

３．東山墓園造成事業特別会計           264 万 7 千円 ―担当：環境対策室― 

４．国民健康保険特別会計                800 万 8 千円 ―担当：保険年金室― 

５．介護保険特別会計                  1,108 万 2 千円 ―担当：介護・高齢支援室― 

６．後期高齢者医療特別会計               7,435 万 8 千円 ―担当：保険年金室― 

７．国津財産区特別会計                  5 万 7 千円 ―担当：契約管財室― 

 

住宅新築資金等貸付事業及び東山墓園造成事業については、事業費の精査などを 

行っています。また、その他の特別会計は、保険料や保険給付費等の追加及び精査など

を行っています。 

 

8.水道事業会計       △3 億 9,439 万円     ―担当：上下水道部経営総務室― 

   施設更新工事の事業費精査などを行っています。 

  

9.下水道事業会計        2 億 8,020 万 7 千円  ―担当：上下水道部経営総務室― 

    継続費に係る年割額の変更など、建設改良費の事業費精査などを行っています。 

 

10．病院事業会計              １億５，５１５万円      ―担当：市立病院総務企画室― 

病院事業費用の給与費や材料費などの精査のほか、コロナ関連の資産購入費を追加

しています。 
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◎条例議案（６件） 
 
 
○名張市職員の配偶者同行休業に関する条例の制定について 

 －総務部 人事研修室－ 
   公務への貢献が期待される職員の継続的な勤務の促進を目的として、外国で勤務等をする

配偶者と生活を共にするための休業制度である配偶者同行休業制度を導入するため、地方
公務員法の規定に基づき、必要な事項を定めようとするものです。 

 
 
○名張市市民情報交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定

について 
－地域環境部 地域経営室－ 

本市の外国人住民が増加し、多文化共生のための取組が一層重要となることに鑑み、その
推進に関する事業を本センターの事業に明確に位置付けるため、所要の改正を行おうとする
ものです。 

 
 
○職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

－総務部 人事研修室－ 
人事院勧告に基づく国家公務員の給与改定に準拠し、民間給与との較差に基づく給与改定

を行うほか、給与水準の適正化及び財源不足への対応のための給与の減額措置を行うため、
関係条例について所要の改正を行おうとするものです。 

 
 
○名張市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

－市民部 保険年金室－ 
国民健康保険税の課税の特例措置を令和４年度における課税についても延長して適用  

するほか、地方税法等の一部改正に伴い、子育て世帯の経済的負担を軽減する観点から、 
未就学児に係る被保険者均等割額の軽減措置を講じる等のため、所要の改正を行おうとする
ものです。 

 
 
○名張市消防団に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

－消防本部 消防総務室－ 
地域における防災体制の中核的な役割を果たす消防団員が活動を継続しやすい環境を 

整備し、その処遇を改善するため、消防団員の身分を有したまま活動を休止することができる
休団の制度を設けるとともに、年額報酬を段階的に引き上げる等の報酬に関する規定の整備
を行うほか、所要の改正を行おうとするものです。 

 
 
○名張市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 

－消防本部 消防総務室－ 
消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律の一部改正に伴い、所要の改正を 

行おうとするものです。 
 
 
 


